使用するＤＶＤチャプター：A-13 火山を知ろう／火山から身を守ろう
活用できる教科・領域：社会、理科、体育、総合学習、特別活動

1.プログラムの趣旨
　世界有数の火山大国である日本には多数の活火山があり、その活動によって大きな被害に見舞われることがある。火山の現況と火山災
　害から身を守る方法を学ぶ。
2.ねらい

　❶様々な火山災害の種類があり、気象庁が活火山を監視していること、危険性が高い47の火山は24時間体制で監視していることを知る。
　❷火山災害から身を守る方法を学ぶ。火山活動が活発になると噴火警報が出されるので、テレビやラジオの最新の情報を確認すること　
　　の大切さを知り、活用できるようにする。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入・展開
（７分）
	① 火山について学ぶ。
   火山災害にはどのようなものがあるの
   か理解する。

	●DVDのA-13を見せる。

【火山災害の特徴】

・火山が噴火すると、溶岩、高温のガス、火砕流などで大きな被害　

　をもたらす。

・火山を監視している気象庁から、噴火警報が出たらすみやかにそ
れに従う。

・噴火していなくても、有毒なガスが噴き出していることもあるので注意する。

	
	② 火山災害が起こったらどうするか考える。
	▼自分の住んでいる地域の近くで活動する可能性のある火山があるか、
確認してみる。ある場合は、それが噴火した場合どうなるかも考え
てみる。

	まとめ
（３分）
	③ 警報が出たらすぐに避難する。普段から危険な場所には近づかないことを確認する。
	▼火山の近くの学校では、火山に対する慎重な行動が必要であること 

  を理解する。

▼火山のない地域の児童も、旅行や引っ越しなどにより、無関係では
  ないことを理解させる。
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提供　気象庁� 桜島　噴火の様子





























「火山災害」　　(10分)	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象／小学生用（４-６年）



































